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主 な 記 事 

１ 第４次旅団訓練検閲     

２ 冬季戦技競技会 

３ 第４普通科連隊創立６５周年記念行事 

４ 冬のイベントを支援 

５ 第４０回釧路自衛隊ミュージックフェス お知らせ 

６ 自衛官等募集中 

７ 自衛官候補生採用試験実施 

第４次旅団訓練検閲 第６普通科連隊 
厳冬期で奮闘 

 帯広駐屯地において行われた訓練開始式の様子です。 

 旅団長は訓示で「積雪寒冷地の地形・気象を克服・活用
して任務を完遂せよ」「諸職種の力を総合発揮せよ」「安
全管理の徹底」等を要望しました。 

 第５旅団(旅団長 正木将補)は、２月１４日(火)から１９日(日)までの間、然別演習場におい
て、第６普通科連隊(連隊長 川村１佐)を受閲部隊として、平成２８年度第４次旅団訓練検閲を
実施しました。 

 検閲は、帯広駐屯地において訓練開始式を行ったのち、部
隊は然別演習場に移動、１４日夕方、防御予定地域に向かい
スキー機動を開始しました。 
 隊員は約２０kmの行程を不眠で移動し、１５日早朝、予定
地域に到着、速やかに現地における偵察活動を実施して、連
隊長の命令に基づき防御準備に着手しました。 
 陣地構築にあたっては、敵の攻撃要領を的確に見積もり、
障害と連携した濃密な火網を構成するとともに、陣地を巧み
に偽装し、敵の進出を待ち構えました｡ 
 １７日午後、敵の攻撃が開始されると隊員達は不眠不休か
つ厳しい環境の中、疲労困憊にもかかわらず、強靭な精神力､
周到に準備された陣地と火力、そして特科、戦車、施設等の
各部隊との緊密な連携により、敵の攻撃を迎え撃ちました。 
 防御戦闘間、第６普通科連隊は、連隊長の卓越した指揮・
統率の下、全隊員が一丸となり、これまでに積み上げてきた
成果を遺憾なく発揮し、与えられた任務を完遂しました。 

 厳しい寒さの

中、凍土を掘り､ 

自らの身を守る

ための掩体を構

築する隊員 

 指揮所では、最新の敵情
等を把握するとともに、作
戦会議が行われ、連隊長企
図の徹底が図られました。 

 迅速・正確な火力

を発揮して、敵の前

進を阻止する隊員 
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冬季戦技競技会 第５特科隊 
第５戦車大隊 負けるものか！ 

第４普通科連隊 

 第４普通科連隊(連隊長 佐藤１佐)は１月２９日(日)帯広駐屯地において 第４普通科連隊創立
６５周年記念行事を実施しました。 

 連隊長の式辞後、連隊ＯＢ会会長 宮内隆一氏の挨
拶、道議会議員 清水拓也氏、帯広市副市長 前田正
明氏に祝辞を頂き、帯広市自衛隊協力会会長 髙橋勝
担氏の祝杯により祝賀会食の幕が開かれました。 
 祝宴の中では、ミュージックプランニング佐藤春美
氏(第５音楽隊ＯＢ)演奏の下、連隊の１年をスライド
で振り返るとともに、ＯＢ会主催のお楽しみ抽選会が
行われました。また、特別ゲストとして帯広市のご当
地ヒーロー「ジバサンダー」がサプライズ登場するな
ど、会場は大いに盛り上がりました。 

第４普通科連隊創立６５周年記念行事 

 各部隊は、冬季訓練の最盛期を迎えています。 
 その中、第５戦車大隊(大隊長 植田２佐)は、
１月３１日(火)鹿追駐屯地において、２年振りと
なる大隊冬季戦技競技会を実施しました｡ 
 競技は、新渡道隊員及び今年度新たに配属され
た新隊員がスキーを使用して､約3.5kmの距離のタ
イムを競う「新補職者の部」と背のうをタスキ代
わりに、３名１組の団体走(部隊機動)、３名での
アキオ(荷物を乗せたソリ)曳行、中隊長機動の順
で競技する「中隊対抗の部」に区分して実施しま
した。 
 中隊対抗の部の結果は、スタート直後からトッ
プを死守した第３中隊が優勝の栄冠に輝きました｡ 

 行事に先立ち、日頃か
ら連隊に対してご支援・
ご協力を頂いている協力
諸団体の各位に対する感
謝の意を込め、連隊長感
謝状の贈呈を行いました｡ 

 連隊長は式辞で「引き続
き部隊として高い機能を維
持し、これを必要とされる
時に最大限に発揮できる真
に強い部隊を育成し、よき
伝統を継承していく」と述
べました｡ 

ジバサンダー登場 

 祝宴の結びに出席者
一同で第４普通科連隊
歌を声高らかに斉唱す
るとともに、最先任上
級曹長(高原准尉)の万
歳三唱により盛会のう
ちに幕を閉じました｡ 

感謝状贈呈式 

祝賀会食会場 

必死の形相で激走する隊員（第５戦車大隊） 

 また、第５特科隊(隊長 星野１佐)は、２月８
日(水)及び９日(木)の２日間、芽室町の新嵐山ス
キー場において、冬季戦技競技会を実施しました｡ 
 競技は、各個に１０ｋｇの荷物を背負って、約
６㎞の順位を競う「個人機動の部」と５名１組で
各人１０ｋｇ以上、チーム合計６０ｋｇの荷物を
背負い、仲間と協力してゴールを目指す「部隊機
動の部」に区分して行いました。 
 結果は、本部管理中隊が初優勝を飾りました。 
 この他の部隊においても冬季における戦技向上
を目的とした競技会が計画されており、隊員達は
日々訓練に励んでいます。 力を合わせゴールを目指す「部隊機動の部」（第５特科隊） 

連隊長 佐藤１佐 
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冬のイベントを支援 

おびひろ氷まつり支援 

びほろ冬まつり支援 

くしろ冬まつり支援 

  
旅団は、各自治体と連携し、道東各地で行われた冬のイベントを支援しました。 

各会場ともに多くの来場者を得て、地域と共にある自衛隊を印象づけました。 

 第２７普通科連隊(連隊長 黒岩１佐)は、１月１６日(月)
から２月３日(金)までの間、「くしろ冬まつり２０１７」に
おける氷雪像を制作しました。 
 今年の氷雪像は、昨年流行した、モンスターを捕獲するス
マホゲームをモチーフとした｢ピカッとｃｙｕ!｣で､スマホの
画面からモンスター達が飛び出してくる様子を表現しました｡ 
 作業隊長は、氷雪像制作に１０年以上携わってきた第２普
通科中隊の山下曹長が務めました。山下曹長は、定年を迎え
るため、今回が最後の氷雪像作りとなりました。 
 作業は、悪天候のため作業が遅れるなど、悪戦苦闘しまし
たが、夜間も作業し、開催日前日に完成、釧路市に引き渡す
ことが出来ました。 
 イベント開催日の２月４日(土)・５日(日)は、地域住民等
約９万人が会場に訪れ、大好評のうちに無事終了しました｡ 

 第６普通科連隊(連隊長 川村１佐)は､１月２７日(金)か

ら２月２日(木)までの間、「２０１７びほろ冬まつり」の
シンボルともいえるジャンボ滑り台を隊員１５名で制作し
ました。 
 ２７日(金)の起工式を皮切りに、日々氷点下１０度前後
と厳しい寒さの中、隊員はジャンボ滑り台を毎年楽しみに
待っている子供達のため、手際良く制作を進めていきまし
た。予定通りに完成した滑り台は、２月２日(木)、冬まつ
り実行委員会に対し無事引き渡されました｡ 
 イベントは２月４日(土)に前夜祭、５日(日)に本祭が行
われ、ジャンボ滑り台は行列ができるほどの盛況ぶりで、
勢いよく滑る子供達の笑顔であふれていました｡ 

 第４普通科連隊(連隊長 佐藤１佐)は､１月１０日(火)か
ら２月６日(月)までの間、「第５４回おびひろ氷まつり」
における大氷雪像制作及び管理支援を実施しました。 
 今年の大氷雪像は、「ありがとうでスマイル十勝」のコ
ンセプトのもと、昨年８月、十勝地方を襲った自然災害等
で被災された方や来場された方に笑顔を届けようと、側面
に２０１７冬季アジア札幌大会のエンブレムとスマイルマ
ークをあしらった高さ８ｍ、長さ２７ｍの巨大滑り台を制
作しました。 
 イベントは２月３日(金)から５日(日)までの３日間で約
１８万人の来場者が訪れ、制作した滑り台には連日長蛇の
列ができ、子供たちの笑顔であふれました。  
 また、帯広地方協力本部と連携した装備品展示を実施し
て、自衛隊への理解の促進を図りました。 

第４普通科連隊 

第６普通科連隊 

第２７普通科連隊 

作業隊長 山下曹長 
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第５旅団ホームページ 

第 ５ 旅 団   検 索  

各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など 

情報盛りだくさん！ ぜひ！クリックを！！ 

第４０回 

釧路自衛隊ミュージックフェス 

お 

 今年も釧路自衛隊ミュージックフェスが開催され
ます。 

日 時 ３月１２日（日）開場１７時 開演１８時 
 
場 所 釧路市民文化会館 大ホール 
 
入場無料となっておりますが、整理券が必要です。 
 
【整理券取り扱い場所】 
 ・釧路市民文化会館 
 ・イオン釧路店（サービスカウンター） 
 ・まなぼっと 
 ・コーチャンフォー（CDコーナー） 
 ・釧路市役所 等 
 
    お問い合わせは、釧路駐屯地広報班まで 
   （電話 0154-40-2011 内線205・206） 

２９年度の第５旅団 定期演奏会は、         

 ６月３日（土）北見市民会館で行います。 
  細部につきましては現在計画中ですので、 

                                  もうしばらくお待ち下さい。 

Topic！ 


